
杉並社協のマスコット
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杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
都
内
で
最
初
の
地
区
社
協

と
し
て
昭
和
27
年
４
月
18
日
に

誕
生
し
ま
し
た
。

　
創
立
か
ら
60
年
、
こ
れ
ま
で

支
え
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
と
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
地
域
の
絆
が
深
ま
る

こ
と
を
願
い
「
杉
並
社
協
創
立

60
周
年
記
念
式
典
」
を
開
催
し

ま
す
。
皆
さ
ま
ご
一
緒
に
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
い
た

だ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

杉並社協創立60周年記念式典
7月24日（火）

60年間の想いを込めて

開場　12:00
開演　12:30

主な記事
２面	●創立60周年記念式典
　　　被表彰者一覧
3面	●	平成 23年度決算及び
	 　事業報告
	 ●ボランティア募集中です！
	 ●なるほどうぇるくん
4面	●ささえあう　未来へつなぐ
　　　地域力

終演　16:00

第1部　12:30 式典

第２部　14:00 講演会　15:30 落語

●　都立杉並高等学校吹奏楽部　オープニング演奏
●　社会福祉功労者　表彰式

筑波大学名誉教授
公益財団法人国際科学振興財団理事
バイオ研究所所長

村
むら

上
かみ

　和
かず

雄
お

氏

講演会「笑いや感動が可能性を引き出す」

落　語　演目は当日のお楽しみ～

平成24年９月
十一代目　桂　文治　襲名予定

※詳しいプロフィールは2面にあります

桂
かつら

　平
へい

治
じ

師匠

入場無料
　�どなたでも入場できます。
ご来場いただいた方にはさ
さやかながら記念品をご用
意しております。

申込不要
　直接会場へお越しください。
定　　員� 先着700名
＊手話通訳・要約筆記あります。

＜お問合せ＞　
社会福祉法人　杉並区社会福祉協議会

☎ 　03（5347）1010
FAX　03（5347）2061

杉並公会堂
大ホール

東京メトロ荻窪駅

至立川 至新宿北口
青梅街道

環

八

通

り

N 四面道交差点

JR中央線・東京メトロ丸ノ内線
荻窪駅北口から徒歩7分

JR荻窪駅

会
場
の
ご
案
内

杉
並
社
協
　
創
立
６０
周
年
に
あ
た
っ
て

　

皆
さ
ま
、初

め
ま
し
て
。本

年
４
月
、
杉
並

区
社
会
福
祉
協

議
会
常
務
理
事

杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会

常
務
理
事　

伊
藤
　
重
夫

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
伊
藤
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

杉
並
社
協
は
本
年
４
月
、
創
立
60
年

を
迎
え
ま
し
た
。
都
内
社
協
第
１
号
と

し
て
戦
後
復
興
期
の
昭
和
27
年
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
60
年
に
わ
た
り

そ
の
時
々
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
、
地
域
福

祉
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
間
、
杉
並
社
協
を
支
え
て
い

た
だ
い
た
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ま
、
な

ら
び
に
杉
並
区
を
始
め
多
く
の
関
係
機

関
の
皆
さ
ま
、
ま
た
、
杉
並
社
協
の
発

展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
先
輩

職
員
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
３
月
、
杉
並
社
協
は
、
基
本
目

標
を
「
安
心
を
み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う

ま
ち
に
」
と
す
る
計
画
期
間
５
年
の
実

施
計
画
を
策
定
し
、
目
標
達
成
に
向
け

て
重
点
事
業
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
、「
地
域
の
絆
」
と
い
う
こ

と
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
こ
と
は
ま
さ
に
社
協
が
果
た

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
も
重
要
な
役

割
で
す
。私
た
ち
杉
並
社
協
職
員
一
同
、

杉
並
社
協
の
理
念
「
さ
さ
え
あ
う
地
域

づ
く
り
が
仕
事
で
す
」
の
も
と
、
地
域

福
祉
向
上
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
７
月
24
日

（
火
）
12
時
30
分
よ
り
杉
並
公
会
堂
に

お
い
て
「
杉
並
社
協
創
立
60
周
年
記
念

式
典
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
く
の

区
民
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お

待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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「音声コード」「音声コード」
ご存知

ですか？

　
杉
並
社
協
で
は
、
今
年
度
か
ら
広
報
紙
「
す
ぎ
な

み
社
協
」
に
「
音
声
コ
ー
ド
」
を
付
け
ま
し
た
。
こ

の
「
音
声
コ
ー
ド
」
を
付
け
る
こ
と
で
、
視
覚
障
害

の
方
が
専
用
の
活
字
読
上
げ
装
置
を
使
い
、
ご
自
分

で
「
す
ぎ
な
み
社
協
」
を
読
む
（
聞
く
）
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

紙
面
端
の
「
音
声
コ
ー
ド
」
が
あ
る
部
分
に
は
、

半
円
状
の
切
り
込
み
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
切
り
込
み
が
、「
音

声
コ
ー
ド
」
が
あ
る
こ
と
を

示
す
印
で
、
視
覚
障
害
の
方
は

指
で
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
「
音
声
コ
ー
ド
」
は
、「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
な
ど
と
同

様
の
２
次
元
コ
ー
ド
の
一
つ
で
、
約
２
セ
ン
チ
四
方

の
画
像
の
中
に
、
日
本
語
で
１
０
０
０
字
程
度
の
情

報
を
記
録
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
「
す
ぎ
な
み
社
協
」
は
、
４
ペ
ー
ジ
の
構
成
で
、

各
ペ
ー
ジ
の
文
字
数
が
１
０
０
０
文
字
を
超
え
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
も
記
事
の
内
容
が
伝
わ

る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
情
報
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
目
指

し
、
多
く
の
方
に
「
す
ぎ
な
み
社
協
」
を
読
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

専用の活字読上げ装置
（音声コードリーダ機能搭載携帯電話） 音声コード

専用の読み上げ装置で
読み取ってください。

音声コード
専用の読み上げ装置で
読み取ってください。

▽
【
永
年
勤
続
・
施
設
長
10
年
以
上　
１
名
】

　

田
上　
　

紳	

（
聖
心
保
育
園
）

▽
【
永
年
勤
続
・
職
員
15
年
以
上　
19
名
】

　

山
田　

祥
子	
（
聖
心
保
育
園
）

　

早
坂　

将
人	
（
前
同
）

　

鈴
木
さ
や
か	
（
前
同
）

　

岡
田　

直
美	

（
上
水
保
育
園
）

　

平
岡
留
美
子	

（
前
同
）

　

堀　
　

信
晴	

（
聖
友
乳
児
院
）

　

多
田　
　

操	

（
浴
風
会　

松
風
園
）

　

佐
藤　

幸
一	

（
前
同
）

　

中
澤　

雄
一	

（
前
同
）

　

小
室　

直
子	

（
前
同
）

　

飯
塚　

千
春	

（
浴
風
会　

南
陽
園
）

　

多
胡　

岳
志	

（
浴
風
会　

本
部
事
務
局
）

　

浅
井　

敏
男	

（
前
同
）

　

小
村　

良
子	

（
前
同
）

　

辰
己　

俊
子	

（
前
同
）

　

馬
場　

正
子	

（
浴
風
会　

浴
風
会
病
院
）

　

西
沢　

和
彦	

（
前
同
）

　

高
都　
　

修	

（
前
同
）

　

大
我　

知
広	

（
前
同
）

▽
【
在
職
年
数
８
年
以
上　
43
名
】

　

	

石
井
ひ
ろ
み	

　

鶴
田　

吉
野	

　

加
藤　

勝
枝

　

鈴
木　

憲
章

　

友
末　

隆
子

　

大
塚　

和
江

　

新
井　

久
子

　

長
洲
比
呂
子

　

平
川
扶
美
子

　

安
藤　

幸
子

　

今
坂　

宏
子

　

赤
司　

慶
子

　

井
出　

信
子

　

渡
邉　

君
子

　

佐
藤　

芳
子

　

山
本
ス
ミ
エ

　

松
木　

朋
子

　

三
上　

典
子

　

小
林　

睦
子

　

矢
郷　
　

豊

　

古
賀　

玲
子

　

藤
原　

陽
子

　

前
田
い
づ
み

　

若
林　

廣
子

　

濵
田
洋
太
郎

　

村
本　

紀
子

　

稲
垣　

一
枝

　

古
田　

信
子

　

多
田　

裕
昭

　

嶋
田
紀
代
美

　

久
保
田
あ
つ
子

　

青
木　

謙
一

　

長
谷　

昭
美

　

田
中
奈
那
子

　

鈴
木　
　

薫

　

池
長
由
紀
子

　

田
中　

君
子

　

石
坂　

公
子

　

川
合
百
合
子

　

岡
﨑　

和
子

　

田
熊　

鈴
子

　

内
藤　

礼
子

　

榎
本
智
惠
美

　

岩
崎
雄
治
郎	

（
大
宮
ふ
れ
あ
い
の
家
）

　

吉
田　

健
一	

（
サ
ン
デ
ー
親
子
水
泳
教
室
）

　

山
川　

佳
子	

（
ぎ
ん
な
ん
会
）

　

法
月　

み
よ	

（
浴
風
会　

第
二
南
陽
園
）

　

塩
見
由
利
子	

（
聖
友
乳
児
院
）

　

蕪
山　

一
恵	

（
前
同
）

（
敬
称
略
）

（　

）
内
は
推
薦
者

　

阿
部　

節
子	

（
手
話
サ
ー
ク
ル
杉
の
会
）

　

鈴
木　

道
夫	

（
杉
並
区
聴
覚
障
害
者
協
会
）

　

前
山
智
恵
子	

（
す
ぎ
な
み
若
竹
会
）

　

三
木
倶
楽
部	

（
三
木
倶
楽
部
）

社
会
福
祉
施
設
・
団
体
等
功
労
表
彰

民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰

社
会
福
祉
永
年
功
労
表
彰

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
表
彰

杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会
創
立
60
周
年
記
念
式
典  

被
表
彰
者
の
皆
さ
ん

　杉並区内社会福祉施設・団体からの推薦を受け、杉並の社会福祉の発展に多大な功績のあった
方々に対し、その栄誉を讃え、感謝し、7月 24日の式典の場において表彰をさせていただきます。

部
員
数
　
１
２
０
名
（
創
部
39
年
目
）

音
楽
監
督
・
常
任
指
揮
者　
五
十
嵐
宏
子
先
生

活
動
の
モ
ッ
ト
ー
「
心
か
ら
心
へ
の
音
楽
」

　

 

心
の
通
じ
合
え
る
仲
間
で
一
緒
に
会
場
の
皆
様
と
空
間

と
時
間
を
共
に
し
て
、
心
に
語
り
か
け
ら
れ
る
素
晴
ら

し
さ
が
あ
る
「
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
の
演
奏
」
を
と
て
も
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

部
活
動
の
実
績

 　

 　
「
第
22
回
全
日
本
高
等
学
校
選
抜
吹
奏
楽
全
国
大
会
」

グ
ラ
ン
プ
リ
獲
得
、
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
・
全

日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
・
日
本
管
楽
合
奏
コ

ン
テ
ス
ト
（
全
国
大
会
）
出
場
、
金
賞
最
優
秀
賞
等
受

賞
多
数

１
９
６
３
年 

京
都
大
学
大
学
院　
博
士
課
程
修
了

同
年 

米
国　
オ
レ
ゴ
ン
医
科
大
学　
研
究
員

１
９
７
６
年 

 

米
国　
バ
ン
ダ
ビ
ル
ト
大
学　
医
学
部　
助

教
授

１
９
７
８
年 

 

筑
波
大
学　
応
用
生
物
化
学
系　
教
授
と
な

り
、
遺
伝
子
の
研
究
に
取
り
組
む
。

１
９
８
３
年 

 

高
血
圧
の
黒
幕
で
あ
る
酵
素
「
レ
ニ
ン
」
の

遺
伝
子
の
解
読
に
成
功
、
世
界
的
な
業
績
と

し
て
注
目
を
集
め
る
。

２
０
１
１
年 

「
瑞
宝
中
綬
章
」
を
受
章

著
書 

「
生
命
（
い
の
ち
）
の
暗
号
」「
人
生
の
暗
号
」

 
 「

サ
ム
シ
ン
グ
・
グ
レ
ー
ト
」「
ア
ホ
は
神
の

望
み
」「
ス
イ
ッ
チ
・
オ
ン
の
生
き
方
」

 

他
多
数

１
９
６
７
年
生
ま
れ
。

１
９
８
６
年 

十
代
目
桂
文
治
に
入
門　
桂
が
た
治

１
９
９
０
年 

二
ツ
目
昇
進　
二
代　
平
治
と
な
る

１
９
９
４
年 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
人
演
芸
大
賞

１
９
９
７
年 

北
と
ぴ
あ
大
賞

１
９
９
８
年 

第
三
回　
林
家
彦
六
賞

１
９
９
９
年
５
月　
真
打
昇
進

出
囃
子 

い
や
と
び

得
意
ネ
タ 

 
酒
が
出
て
く
る
噺
「
ら
く
だ
」「
禁
酒
番
屋
」

や
滑
稽
噺

都
立
杉
並
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

村
上 

和
雄
（
む
ら
か
み
　
か
ず
お
）
氏

桂
　
　
平
治
（
か
つ
ら
　
へ
い
じ
）
師
匠

落
　
　
語

講
　
　
演

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏

杉並社協60周年記念式典 出演者のプロフィール

▽�

こ
の
表
彰
は
、
障
害
へ
の
理
解
を
促
す
活
動
や

障
害
者
の
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
活
動
、
ま

た
高
齢
者
の
機
能
訓
練
や
寝
た
き
り
予
防
・
仲

間
づ
く
り
を
長
年
に
わ
た
り
行
っ
て
こ
ら
れ
た

皆
さ
ま（
３
名・
１
団
体
）に
対
す
る
も
の
で
す
。

▽�

こ
の
表
彰
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
社
会
福

祉
に
対
す
る
協
力
と
し
て
、
高
齢
者
施
設
で
の

お
話
相
手
や
演
奏
、
障
害
児
へ
の
水
泳
指
導
や

余
暇
活
動
の
お
手
伝
い
、
子
ど
も
成
長
・
発
達

を
支
援
す
る
活
動
を
長
年
に
わ
た
り
行
っ
て
こ

ら
れ
た
皆
さ
ま（
６
名
）に
対
す
る
も
の
で
す
。

（
杉
並
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
）
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音声コード
専用の読み上げ装置で
読み取ってください。

音声コード
専用の読み上げ装置で
読み取ってください。

平成23年度　杉並社協・決算及び事業報告
決算報告

「一緒に散歩を楽しんでください」
　◆ �Y君は小学三年生の男の子です。人なつこく、
明るい性格です。Y君は知的障害があり、目も不
自由なため、外に出かける時に声掛けや誘導のお
手伝いが必要です。土曜または日曜日の 11時か
ら 2時間程度、一緒に散歩をしたり昼食をとる
ボランティアを募集しています。

　杉並社協は「安心をみんなでささえあうまちに」を基本目標に掲げ、平
成23年度は次の重点項目を中心に事業を展開いたしました。

１　広報事業
　�　広報紙「すぎなみ社協」は年６回発行のうち、５月号は、これまでの
新聞折り込みから各戸ポスティングによる配布（23万部）に変更しまし
た。

２　ボランティア活動推進事業（はじめての地域活動応援事業）
　● �東日本大震災による被災地を支援するボランティア活動へ参加する区
民等の「ボランティア保険の加入」等の対応が急増しました。

　● �区内の福祉施設等受け入れ先のボランティアコーディネート体制の充
実と連携強化を図りました。また、“はじめてのボランティア”説明会
を土曜日や夜間に開催し、多くの参加者を得ることができました。

３　地域福祉活動推進事業（福祉のまち基盤強化）
　● �“大災害を乗り切るために”をテーマに、２回目となる「すぎなみ地域
福祉フォーラム2011」を開催しました。また、杉並区総合防災訓練に
おいて、災害ボランティアセンターの設置訓練を実施する等「地域
力」の実現をめざしました。

　● �ボランティア活動者を対象に地域活動等への意識調査を実施しまし
た。

４　高齢者や障害者の権利擁護事業
　�　「地域福祉権利擁護事業」の契約件数は160件を超え、また、独自事
業である「あんしん未来支援事業」の契約者総数は19名となりました。

５　地域包括支援センター（ケア24）の体制強化
　�　杉並区からの新規受託事業「安心おたっしゃ訪問事業」は、これまで
個人情報保護の視点から関わりの持てなかった高齢者に対し、高齢者福
祉サービスについての周知及びケア24とのつながりをつくることができ
ました。

６　共同募金・歳末たすけあい運動
　�　前年度比でわずかな減にとどまり、ほぼ予定の募金額を達成できまし
た。

７　会員組織の強化
　�　「杉並社協　感謝のつどい」を７月と１月に実施し、会員等社協支援
者への謝意を表すとともに、社協活動を広く区民に周知し、新規会員の
拡大に努めました。

８　東日本大震災における被災地支援
　�　福島県南相馬市への支援を中心に、３か月余の被災地への職員派遣、
義援金の募集、チャリティバザーへの協力などを行いました。
　�　また、支援活動を希望する区民に情報を提供するとともに、被災地で
のボランティア活動等についての心構えなどを積極的に伝えました。

９　訪問育児サポーター事業
　�　杉並区から新規に受託した事業で、１歳未満の子育てを不安に感じて
いる家庭を訪問し、助言等を行うものです。サポーターを50名養成し、
10月から事業を開始しました。

主な事業報告

日本赤十字について

⑤なるほど うぇるくん

　昨年３月11日に発生した東日本大震災の被災地支援として、
全国各地で募金活動が行われたことは皆さんの記憶に残ってい
ると思います。
　中でも「日本赤十字社」は、その中核の一つです。
　募金活動に寄せられた皆さんの善意は、様々な日常に活かさ
れていますが、その仕組や、お金がどう活かされているかがわ
かりにくいとも言われています。
　赤十字活動は、戦場において傷病者や看護者を差別なく保護
する考えから始まりました。その後、災害や戦争で苦しんでい
る人々を救うことを目的として定着しました。日本赤十字社の
活動資金の集金は、赤十字創設者で初のノーベル平和賞を受賞
したアンリーデュナンの誕生月にちなんで毎年５月に実施され
ています。
　集められた活動資金は、救護救援活動をはじめ日赤奉仕団、
青少年赤十字の支援、救急法等の講習会、献血活動及び看護師
の養成等に活かされています。

　【場所】久我山周辺
　【対象】子どもが好きな大学生以上の方（できれば男性を希望）

　皆さまからのお申し込みをお待ちしています。
　その他、毎月 20 ～ 30 件の情報を主に毎月 10 日発行の情報紙『ボラン・て』
(5,000 部発行 ) とホームページ (http://borasen.jp) で掲載し、募集しています。
　ぜひ、皆さまのご協力をお願いします。

　杉並区社会福祉協議会の収入は、杉並区等から
の補助金、委託金が77%を占めています。
　主な支出は、歳末たすけあい募金配分金を財源
とする地域福祉活動推進事業、補助金によるボラ
ンティア活動推進事業や住民参加型ホームヘルプ
事業、福祉サービス利用援助事業（地域福祉権利
擁護事業）、受託金によるファミリーサポートセ
ンター事業、ケア24、認定調査事業、またそれら
の事業を支える人件費、事務費です。
　皆様からの会費、寄附金は、補助・受託事業の
対象になっていないホームページの運営や広報紙
の発行、災害ボランティアセンターの運営、東日
本大震災への被災地支援活動等に充当させていた
だいています。 （単位：円）

事業収入
4,712,342

介護保険収入
24,370,109

補助金収入
195,020,009

受託事業
208,849,985

法人運営
151,932,106

地域福祉事業
71,493,706

住民参加型
ホームヘルプ事業
52,017,620

福祉サービス
利用援助事業
52,771,443

ボランティア
活動推進事業
3,843,028

自動販売機
設置事業
3,425,280

交通遺児援護事業
415,890

高齢者入居
支援事業
883,391

受託金収入
203,540,364

その他の収入
96,173,294

積立預金取り崩し収入
8,363,540

会費収入
5,743,000

助成金収入
1,328,720寄付金収入

6,381,071

合　計
545,632,449

合　計
545,632,449

平成23年度　決算報告（収入の部） 平成23年度　決算報告（支出の部）

●●●●●●●●●●●●ボ ラ ン テ ィ ア 募 集 中 で す ！

＜お問合せ＞
杉並ボランティア・地域福祉推進センター

☎　03（5347）3939
FAX　03（5347）2063
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平
成
二
十
四
年
七
月
十
日
発
行　

 

発
行
部
数 　
十
七
万
部　

発
行
／
社
会
福
祉
法
人　

杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会 　
〒
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︲
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杉
並
区
荻
窪
５
︲
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︲
13
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
５
Ｆ 　
☎
０
３（
５
３
４
７
）１
０
１
０ 　
℻
０
３（
５
３
４
７
）２
０
６
１　
発
行
人
／
小
林
義
明

す
ぎ
な
み
社
協
No.
１
５
０

う
ぇ
る
く
ん
は
地
域
福
祉
活
動
の
種
。
彼
の
名
前
に
は
、
そ
の
種
を
「
植
え
る
」、
福
祉
を
意
味
す
る
「
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」、

皆
さ
ん
ご
一
緒
に
と
い
う
気
持
ち
を
あ
ら
わ
す
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
」
の
３
つ
の
想
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈団  体〉

●●●●●寄附者名簿〈敬称略〉●●●●●

ありがとうございました 

うぇるくん〈35〉
記念式典の巻

「すぎなみ社協」は、今号で150号を迎えました。毎
号少しずつ工夫して今の姿になりました。杉並社協も
今月60周年式典。節目をすぎ区民の皆さまにさらに
親しみやすくなれればと思います。（T．T）

6060thth

東京女子大学
ボランティアサークル

『ゆびっこ』

　

毎
週
土
曜
日
、
東
京

女
子
大
学
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
、
学
生
が
集
ま
り
、

創
部
36
年
を
迎
え
る
サ

ー
ク
ル
『
ゆ
び
っ
こ
』

の
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

　
『
ゆ
び
っ
こ
』
は
、
小

学
五
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
の
障
害
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ぶ
サ
ー
ク
ル

で
、
現
在
40
人
ほ
ど
の
部
員
が
い
ま
す
。

○
『
ゆ
び
っ
こ
』
の
一
日

　
午
後
２
時
頃
、
お
迎
え
を
担
当
し
て
い
る

学
生
と
一
緒
に
、
子
ど
も
た
ち
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
子

ど
も
た
ち
全
員
と

今
日
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
確
認
し
、
始

ま
り
の
歌
、
自
己

紹
介
と
続
き
ま

す
。
今
日
の
テ
ー

マ
は
「
参
上
！
ル

パ
ン
三
世
」。
子

ど
も
た
ち
も
学
生
も
笑
顔
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

４
時
ま
で
の
２
時
間
を
み

ん
な
で
過
ご
し
、
子
ど
も
た

ち
は
、
再
び
担
当
の
学
生
と

帰
路
に
つ
き
ま
す
。
自
宅
か

ら
の
送
り
迎
え
が
活
動
の
一

環
で
あ
る
こ
と
も
『
ゆ
び
っ

こ
』
の
大
き
な
特
徴
で
す
。

送
迎
担
当
の
学
生
を
待
っ
て

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
、
部
員

が
交
代
で
次
週
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
考
え
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
毎
週
の
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
ピ
ク
ニ
ッ

ク
や
保
護
者
を
交
え
た
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
季

節
行
事
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
あ
り
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
サ
ー

ク
ル
で
す
。

�

○ 

サ
ー
ク
ル
の
リ
ー
ダ
ー
三
人
に
聞
く

　
こ
の
『
ゆ
び
っ
こ
』
全
体
を
運
営
し
て
い

る
の
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
呼
ば
れ
る
三
人
の
学

生
で
す
。

　

入
部
の
動
機
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興

味
が
あ
っ
た
の
で
」「
友
達
に
誘
わ
れ
て
」「
サ

ー
ク
ル
の
名
前
に
惹
か
れ
て
」
と
さ
ま
ざ
ま

で
す
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
活
動
を
始
め
て
み
て
ど

う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
活
動
で
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
そ

の
保
護
者
と
の
ふ
れ
あ
い
も
あ
り
、
と
て
も

楽
し
い
で
す
。
個
性
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
と

遊
ぶ
こ
と
で
価
値
観
も
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。」「
こ
の
活
動
を
続

け
て
視
野
が
広
が
っ
た
と
思
い

ま
す
。
障
害
児
を
育
て
る
親
の
苦

悩
ば
か
り
を
想
像
し
て
い
ま
し

た
が
、
保
護
者
の
方
た
ち
は
と
て

も
明
る
く
、
自
分
自
身
の
思
い
や

考
え
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
感

じ
ま
す
」「
遊
び
を
考
え
る
こ
と

は
、
と
て
も
難
し
い
で
す
。
一
人

ひ
と
り
で
き
る
こ
と
が
違
い
、
そ

の
中
で
考
え
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
遊
ぶ
の
は
、『
み
ん

な
一
緒
』 

で
す
が
、『
み
ん
な
同
じ
』
で
は

な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
」「
中
学

校
を
卒
業
し
た
あ
と
も
『
ゆ
び
っ
こ
』
に
遊

び
に
来
て
く
れ
ま
す
。
本
当
に
う
れ
し
い
で

す
ね
」「
続
け
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。30
年
以
上
続
い
た
活
動
が
、

こ
れ
か
ら
も
続
い
て
ほ
し
い
で
す
。
今
年
も

10
人
く
ら
い
の
新
入
部
員
が
入
り
ま
し
た
。」

と
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
自
信
も
の
ぞ
き
ま
す
。

　
『
ゆ
び
っ
こ
』
と
い
う
名
前
に
は
、「
５
本

の
指
が
集
ま
っ
て
ひ
と
つ
の
手
に
な
る
。
そ

ん
な
サ
ー
ク
ル
に
し
た
い
」
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。『
ゆ
び
っ
こ
』

か
ら
巣
立
つ
学
生
た
ち
と
と
も
に
、
た
く
さ

ん
の
手
が
生
ま
れ
て
地
域
を
さ
さ
え
あ
う
、

そ
ん
な
未
来
を
思
い
描
け
る
取
材
で
し
た
。

（
取
材　
朝
枝
）

７件……………………………………………… 650,000 円

〈匿  名〉

〈個  人〉
吉野　純子…………………………………………10,000 円

社団法人　杉並法人会　社会貢献委員会………90,180 円
特定非営利活動法人アース……………………… 3,000 円
東京土建一般労働組合杉並支部……………… 255,350 円
ＡＳＡ西浜田山　高山道雄……………………… 8,000 円
あゆむ弁当　三鷹 ･調布 ･杉並店……………… 6,696 円
杉並カレッジライフ………………………………54,113 円
杉並区食事サービス連絡会……………………… 3,011 円
特定非営利活動法人　プロップＫ………………10,000 円
家庭倫理の会杉並区　会長　太田　守信……… 5,000 円

平成 24 年２月１日～５月 31 日まで
（お名前は承諾を得て掲載しています。）

　最期まで自分らしい人生を送るために、人生の後
半にどのようなことが起こり、どのような法律知識
を身につければよいのか、一緒に考えてみませんか。

日　時 	 	平成 24 年７月 26 日（木）
午後２時 30 分～４時 30 分

会　場 	 あんさんぶる荻窪４階 第１・２・３教室
定　員  60 人（先着順）
費　用  無料

申込方法   ７月 11 日（水）から、お電話でお申し込
みください。

申込先  あんしんサポート係
電　話  03（5347）1020
共　催  杉並区、杉並区成年後見センター

杉並区社会福祉協議会　創立60周年記念事業
連続講演会 シルバー世代の身近な法律知識

講　師　弁護士  白石  光征  氏
�（杉並区法律相談員、杉並社協あんしん
未来支援事業審査会委員長）

第３回予告：平成24年９月25日（火）

「老後の日々を安心して過ごすために
～あんしん未来支援事業・成年後見制度～」

第２回　 住まいをめぐって生じる法律問題・
悪徳商法との戦い

編集後記

音声コード
専用の読み上げ装置で
読み取ってください。

音声コード
専用の読み上げ装置で
読み取ってください。

私たちは杉並の地域福祉活動を応援しています。

　杉並社協では、高井戸にある障害者雇用
支援事業団（ワークサポート杉並）を通じ、
今年の３月から２カ月に一度区内の作業所
で働き将来就労自立を目指す障害のある方
を、企業体験実習という形で受け入れてい
ます。（１人あたり５日程度）
　写真は、５月の実習生の仕事の様子です。
　元気よく・手際
良く・丁寧に「す
ぎなみ社協」発
送の準備をして
いただきました。
５日間という短
い実習期間では
ありますが、実習
後本人も家族も
杉並社協で体験できてよかったと感想をい
ただいています。これからも「すぎなみ社協」
が発行されるときに、実習生が活躍します。

杉 並 社 協 で

体 験 実 習

このマークは、目の不自由な方などのための「音声コード」で、
コードの位置を示すために切り込みを入れています。専用の読み
上げ装置で読み取ると、記載内容を音声で聞くことができます。

創立 60 周年の今年度
は地域で活躍する若い
世代の活動にスポット
を当て掲載します。


